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研究成果の概要（和文）：本研究は，自己の選好が他者に依存するとき（＝社会的選好），自他の相互依存関係によっ
て，社会的選好の発揮の仕方やその強度に差が生じ，特に利害対立状況でそれがより顕著であることを，協調ゲーム実
験，入札市場実験で検証した。その上で，自他の行動を介してリスクが内生される場合と，自他に無関係にリスクが外
生される場合とを宝くじ市場を利用して比較し，内生リスクに対する回避度が低いことをつきとめた。また，社会的選
好を考慮に入れたときのリスク回避度を測定する新しい方法を提案した。

研究成果の概要（英文）：We showed that what type of social preferences is induced and how strong it is 
depends upon the interactive property among players in a game, and the inducement of social preferences 
is more likely in the conflicting game rather than the game with common interest among players, 
specifically via the experiment of multi-unit auction market and coordination game with voluntary 
transfer. Further, we proposed a new measure of risk aversion without using certainty equivalents, and 
experimentally showed our subjects are more willing to take a risk when the risk is generated 
endogenously through strategic interaction in a game than when the risk is generated exogenously. In 
addition, we revealed that individuals find an intrinsic value from participating in the process of 
generating risk, which we label "interactive risk", and such endogenous risk should be dealt 
distinctively from exogenous risk.

研究分野：理論経済学　ミクロ経済学　実験経済学
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１．研究開始当初の背景 
伝統的経済学では自己の利害を最優先する
利己的効用が仮定され，リスクがある場合に
は利己的効用の期待値（＝期待効用）を判断
基準とすることが仮定されてきた。しかし，
研究開始当時既に利己的効用やそれに基づ
く期待効用は，実験室におけるリスク選択行
動を説明できないことが知られていた。利己
的効用に対しては，利他主義を始め，不平等
回避型(Inequality Aversion)，参照点依存型
(Reference Dependence)，相互性型(Reciprocity)
などの自己の選好が他者に依存する「社会的
選好」と呼ばれる複数の仮説が提案されてき
た。またリスクがある場合には，利己的効用
をベースとして，その期待値ではなく別の判
定基準として複数の非期待効用仮説が提案
されており，リスク選択実験でそれらの仮説
の妥当性が検証されている。このように，本
研究開始時点では，両者については別々に検
証されてきており，自他の利害がからむ「ゲ
ーム」的場面で生じる社会的選好に基づいて，
自他の行動が生成するリスクを対象に，リス
ク姿勢を見直すのが本研究であるが，そのよ
うな研究は現在に至るまでほとんどなされ
ていない。 
一方，経済現象の多くは自他の利害が相互
に依存し，自他の行動が戦略的に互いに影響
を及ぼしあう「ゲーム的」状況である。 
 
２．研究の目的 
本研究のアプローチは，先行研究と以下の 2
点で異なる。第 1は，本研究が社会的選好を
ベースにしてリスク姿勢を考える点である。
第 2は，第 1点の帰結として，他者と自己が
戦略的に関わる場面でリスク姿勢を再考す
る点である。これまでの理論・実験ともに，
リスク姿勢研究では，さいころやボール抽出
などを利用した外生的リスクに対する意思
決定を扱うことが主流であった。 
 第 1点めについては，リスク姿勢を示すパ
ラメータと社会的選好を特徴づけるパラメ
ータの分離を行うことが目的となる。想定す
る効用モデルに依存せず，リスク回避度を測
定するには，通常確実同値量を利用する。た
とえば，確率 1/2で所得が Y+α，残りの確率
1/2 で Y-α と 変 動 す る リ ス ク F ≡
(1⁄2,Y-α;1⁄2,Y+α)を考えるとする。ある個人 A
が確実に c を手にするオプションδ_c≡(1,c)
と Fを比べたとき，両者が個人 Aにとって同
等の価値であるような cの値を Fの確実同値
量と呼ぶ。 
 このとき個人Bの所得にもリスクFが生じ
ると，A・B の所得の可能性は(Y-α,Y-α), 
(Y-α,Y+α), (Y+α,Y-α), (Y+α,Y+α)の 4通りに
なる。このとき，所得変動分 αは確率分布を
規定すると同時に，所得分布も規定する。こ
の場合に不平等回避的な個人を考えると，所
得変動分 αは不平等の程度を通じて個人の効
用に影響すると同時に，確率分布を通じて個
人のリスク評価にも影響し，確実同値量は両

者の影響を分離することはできない。このこ
とから，本研究では確実同値量に代わるリス
ク評価測定指標を提案し，それを実験で確か
めることが目的となる。 
 研究の第 2の特徴については，さらに２つ
の方向性に分かれる。１つめは，社会的選好
の視点から戦略的意思決定自体を再考する
ことである。一般に社会的選好は，公共財供
給ゲームのように良い協力場面でもジレン
マの場面でも参加者間では対称的な場面が
多く扱われてきたが，本研究では非対称な結
果に通じるゲーム，つまり参加者間に競合が
起きるケースを扱う点に，まず特徴がある。
本研究で扱うのは，商品複数単位を扱う入札
市場，宝くじ市場，非対称協調ゲームの３種
類である。複数単位入札市場の研究例自体少
ない。また協調ゲームで非対称な状況を扱う
研究例も稀である。 
 2 つめの方向性は，宝くじ市場におけるチ
ケット購買行動を通じて，戦略的な社会的コ
ンテキストにおけるリスク選好分析を行う
ことである。そこでは，市場における戦略的
行為の結果生成されたリスクと，市場とは関
係なく非戦略的状況で生成されたリスクと
を対比させ，リスクに対する評価及び選択行
動に違いが生じることを示すことで，社会的
選好とリスク選好との関係に一歩踏み込む
ことが目的である。本研究で扱う宝くじは，
当選確率も賞金も当該個人だけでなく市場
参加者のチケット購買量に依存している。こ
のようにすることで，生じる結果自体と，そ
の事象が起こる確からしさとの両方が，自他
の選択行動に依存して決まってくる場面を
考察の対象とすることができる。 
 
３．研究の方法 
研究は，理論と実験の両面で行った。第 1の
研究目的については，確実同値量に代わるリ
スク回避度の測定方法を理論的に考案し，そ
れに基づいて単独のリスク選択実験を構築
し実施した。第 2の研究目的においては，非
対称協調ゲームを扱う研究では，自他の利害
が一致するゲームと対立するゲームを設定
し実験することによって，両者における社会
的選好と整合的な選択行動の違いを検証す
る。複数単位入札市場を扱う研究では，均衡
入札行動を理論的に分析し，入札実験を実施
しデータ解析を行った。宝くじ市場について
は，伝統的経済学で多用される期待効用仮説
の下では，日頃ギャンブル好きではない個人
が宝くじを購入する行動を説明することは
できない。本研究では，異なる人口規模の宝
くじ市場を考察する。人口規模が大きければ，
当選確率は低いが賞金額は高い。したがって，
人口規模が大きくなるにつれて，リスクの確
率分布が右方向に長いテールを持つように
なり，よりリスクが高くなる。本研究では非
市場で他者が介在しない単独リスクに関す
る選択実験を行って，通常の意味でリスク回
避的な個人を特定する。そして宝くじ実験を



実施し，同じ個人が宝くじを購入するか，そ
の行動は市場規模の拡大につれてどう変化
するかを観察する。 
 
４．研究成果 
(1) 確実同値量に代わるリスク回避度の測定
法として，shur-concavity(SC)に基づいた測定
法を考案した。これは，確率分布を一方のテ
ール側を微小に広げたときに，同じ効用を保
つために必要な他方のテール側の広がり分
を考えることに対応し，消費における限界代
替率と似た概念である。他者が考慮に入らず，
自分の所得のみが確率的に変動する場面で
の単独の意思決定の際には，両者の測定法は
同じである。他方，自他の所得が確率的に変
動する場合には，所得変動分が確率分布を形
成するとともに，各事象における自他の所得
差も形成する。個人が不平等回避的効用関数
で「結果」を評価する場合に，確実同値量で
所得変動がもたらす確率分布の変化と所得
差の変化からの影響を分離することができ
ないが，SC による測定法は分離可能である
ことを示した。一方で，自他が戦略的相互依
存関係にある場合として非対称協調ゲーム
を設定し，(a)自他の利害が一致するゲームと
対立するゲームを比較し，対立するゲームに
おいて社会的選好がより惹起されやすく，不
平等回避仮説より相互性仮説に説明力があ
ることを確認した。そのうえで，ゲーム的な
場面とゲーム的な場面でのリスク回避度を
SC に基づいて比較した。その結果，(b)ゲー
ム的場面内生されたリスクに対する回避度
が下がる傾向が示され，利害対立的な状況で
その傾向が顕著であることがわかった。 
 
(2) 他者が明示的に介在する場合の，社会的
選好誘発傾向とその結果生じるリスク姿勢
についての成果は，以下の２項目にまとめら
れる。 
①まず，複数単位オークションに関する研究
では，市場競争状況にける社会的選好の誘発
を見た。ここでは，買手による入札に加えて，
独占的売手による指値も許すことで，売手が
独占力を行使しやすい状況を扱う。これによ
り，買手間ではさらに競合が増すはずである。
この状況で，指値より入札額が上回る全ての
札を落札とし，買手は自分の入札額で支払い
を行う差別価格方式を採用する，標準的入札
方式をベースとし，支払いは差別価格方式で
あるが，入札上位の平均値が指値を上回る分
を落札とするというルールを持つ自主流通
米価格センター方式（以下センター方式）と
理論・実験量手法で比較検討した。社会的選
好を排除した既存理論による均衡分析では，
両方式で入札・指値行動に違いは認められな
いという結果を導出し，それに基づき対照実
験を実施した。その結果，標準的入札方式で
は見られなかった買手間の相互協力行動が
センター方式に観察され，センター方式特有
の落札ルールが社会的選好の発動を惹起し

たとデータから読み取れる。そのため，セン
ター方式における取引は理論的均衡から大
きく外れた地点で実施され，その結果センタ
ー方式市場は機能性を失うことを示した。こ
の結果はセンター方式市場における公表取
引データと整合的で，センター方式市場が
2011年に閉鎖されたことを説明できる。 
 
②リスクが明示的に存在し，かつ競争的状況
であるような場面として，もっとも具体的な
状況は宝くじ市場であろう。本研究では，こ
の宝くじ市場を対象に，リスク評価分析を行
う。まず，カード抽出等により外生されたさ
まざまな分布を持つリスクを設定し，事前に
個人のリスク姿勢を観察しておく。その同じ
個人に，参加想定人数規模の異なる複数の
「宝くじ」の実験市場に参加してもらう。こ
こで扱うのは一般の宝くじではなく，当選確
率が全チケット販売数に対する自分のチケ
ット購入数で決まり，賞金は全購入額の 95％
と設定することで，参加者たちが内生するリ
スクを構築する。この期待値は負であること
に注意が必要である。第 1 の研究結果は(a)，
個人のリスク姿勢検証において，リスク回避
的と判断された人々の多くが有意にチケッ
トを進んで購入し，市場におけるリスクを好
んで取ろうとする行動を示した。この結果は，
伝統的経済学が立脚してきた期待効用理論
の現実妥当性の反証であり，それに代わる非
期待効用理論の一定説明力をサポートする。
第 2の研究結果は(b)，50％－50％外生リスク
を拒否した多くの人々が，参加規模が 2人の
みである市場に積極的に参加する行動が見
られたことである。この結果は，実はこれま
での非期待効用理論でも説明がつかない。本
研究ではこれを，①を含めた関連の研究の知
見から，市場における戦略的相互性から生成
されたリスク特有の現象と位置づけ，
Interactive Risk（IR）と呼び，他のリスクと区
別する必要を指摘した。IRは参加者間の相互
依存度に比例すると仮定すると，参加者規模
が大きくなるとその効果は減少すると考え
られ，市場規模拡大の影響は(a)によるリスク
志向と(b)による IR 効果の相克としてとらえ
ることができ，実験データはほぼその仮説と
整合的であることを示した。 
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